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清
規

に
あ
ら
わ
れ
た
年
中
行
事

清
規
は
暉
の
最
も
且
ハ艦
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

世
俗
的
に
如
何

な
る
影
響
を
與
え
た
か
、
更
に

一
般
的
に
如
何
類
る
意
義
が
存
す
る

か
は
、
清
規
研
究
の
大
き
な
命
題
で
あ
る
。
虎

で
本
論
は
そ
の

一
部

分
で
あ
る
が
、
清
規
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
年
中
行
事
を
取
り
上
げ

た

い
。先
づ
勅
修
百
丈
清
規
節
騰
章

第
八
の
月
分
須
知
を
中
心
に
中
國
で

撰
述
さ
れ
た
清
規
、
及
び

日
本
で
編
纂
さ
れ
た
清
規
の
中
か
ら
取
り

出
し
、
清

規
の
上
で
の
攣
遷
を
見
た
い
と
思
う
。
掲
載
す
る
清
規
は
、

中
國

の
清
規
(註
-
)

暉
苑
清
規

(宋
徽
宗
崇
寧
二
年

(
一
一
〇
三
)
)
11
(
「
輝
苑
規
」
と
略

構
)

叢
林
校
定

清
規
総
要

(宋
度
宗
域
淳
十
年

(
一
二
七
四
)
)
11
(「
校
定

規
」
)

大

石

守

雄

暉
林
備
用
清
規

(元
武
宗
至
大
四
年
(
一
三

一
一
)
)
n
(
「
備
用
規
」
)

幻
住
清
規

(元
仁
宗
延
祐
四
年

(
一
三

一
七
)
)
H
(
「
幻
住
規
」
)

勅
修
百
丈
清
規

(元
至
元
四
年

(
=
二
三
八
)
)
"
(
「勅
修
規
」
)

百
丈
清
規
讃
義
記

(清
道
元
三
年

(
一
八
二
三
)
)
u
(
「
詮
義
記
」
)

日
本
の
清
規
(註
2
)

勅
修
百
丈
清
規
桃
源
砂

(寛
正
三
年

(
一
四
六

二
)
講

了
)
11
(
「
桃

源
砂
」
)

勅
修
百
丈
清
規
抄

(永
緑
十
年

(
一
五
六
七
)
)
11
(
「勅
規
抄
」
)

黄
壁
ハ清
規

(延
寳
一兀
年

(
一
山ハ
七
ご
一)
)
ー-
(
「
廿頁
壁
小規
」
)

小
叢
林
略
清
規

(貞
享
元
年

(
一
六
八
四
)
)
11
(
「
小
叢
林
規
」
)

吉
鮮
山
永
卒
寺
小
清
規

(享
保
三
年
(
一
七

一
八
)
)
"
(「永
卒
小
規
」)

橘
谷
内
清
規

(享
保
十
五
年

(
一
七
三
〇
)
)
11
(
「
橘
谷
内
規
」
)

椙
樹
林
清
規

(享
保
十
八
年

(
一
七
三
三
)
)
11
(
「
椙
樹
林
規
」
)

洞
上
檜
堂
清
規
行
法
紗

(寛
保
元
年

(
一
七
四

一
)
)
"
(
「行
法
砂
」
)
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大
卒
山
諸
寮
日
看

(明
和
九
年

(
一
七
七
二
)
)
11
(
「諸
寮
日
看
」
)

以
上
十
五
の
清
規
に
、
暉
林
象
器
箋
を
参
考
に
し
つ
つ
推
稿
す
る
。

中
國

の
清
規
の
勅
修
規
は

編
纂
の
趣
旨
は
輝
苑
規
、
校
定
規
、
備

用
規
等

を
中
心
に
勅
修
規
撰
述
以
前
の
清
規
を

會
粋
参
同
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
又

謹
義
記
、
桃
源
砂
、
勅
規
抄
は
勅
修
規
の
註
繹
本
で

あ
る
。
更
に

永
卒
小
規
、
椙
樹
林
規
、
橘
谷
内
規
、
行
法
砂
、
諸
寮

日
看
等

洞
門
の
清
規
で
あ
り
、
臨
濟
よ
り
も

多
く
の
清
規
の
撰
述
が

れ
て
て
お
り
、
日
本
の
年
中
行
事
と
の
關
係
は

多
々
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。二

 

正
月
。
初

一
日
有
庭
孟
月
、
大
衆
行
道
調
経
所
保
。

次
具
二門
状

一

官
員
檀
越
諸
山
賀
γ歳
。
十
七
日
。
百
丈
忌
。

(勅
修
規
)

と
あ
る
。
勅
修
規
成
立
以
前
の
清
規
の
記
事
を
あ
げ

る
に
、

正
月
分
。
初

一
月
、
粥
罷
。
就
座
鮎
茶
。

傍
請
爾
班
軍
寮
。
方
丈

喫
茶
。
如
常
禮
。
或
講
或
冤
。
在
住
持
意
。

齋
時
、
庫
司
曾
堂
鮎

茶
、
如
常
禮
。
…
…
…

(校
定
規
)

正
月
分
。
殿
堂
香
燭
茶
果
供
養
。

官
属
檀
越
。
致
賀
=門
状
一…
…

…

(
備
用
忌
)

正
月
初

一
日
。

歳
且
五
更
鳴
=
鐘
板

一衆
集
大
悲
呪
覗
聖
羅
大
衆
構

賀
與
=
四
節

一同
、
是
日
宮
レ齋
牛
齋
時
調
二楊
嚴
一普
同
向
…
…

(幻

住
規
)

等
で
あ
る
。

「有
庭
四
孟
月
」
と
は
、
孟
春

(正
月
)、
孟
夏

(四
月
)

孟
秋

(七
月
)、
孟
冬

(十
月
)
に
、
地
方
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
校
定
規
、
備
用
規
等

の
勅
修
規
以
前
の
清
規

に
無

い
。

又

百
丈
忌
の
記
事
も

見
當
ら
な
い
。

庭
が

「
或
雨
班
漏

替
。
照
例
次
第
行
之
。」
(校
定
規
)
「或
爾
序
進
退
山
門

一
鷹
禮
節
、

輕
重
合
宜
、
不
可
違
例
、
庶
冤
敗
歓
之
請
、」

(備
用
規
)
の
様
に
役

位
の
交
代
が
行
わ
れ
て
い
る
。

勅
修
規
は
正
月

一
日
は
聖
節
上
堂
と

同
じ
で
あ
る
が
、
校
定
規
、
備
用
規
、
幻
住
規
等
よ
り

派
手
に
な
つ

て
い
る
。
詮
義
記
は
最
も
丁
寧
な
も
の
で
あ
る
。

一
二
三
の
三
日
間
大
般
若
轄
讃
の
記
事
の
あ
る
の
は

小
叢
林
規
、

行
法
鋤
、
椙
樹
林
規
の
三
清
規
で
あ
る
。

勅
修
規
以
後
に
は
百
丈
忌

を
の
せ
て
い
る
が
、
但
し
小
叢
林
規
に
は
無

い

勅
規
抄
に
、

正
月
十
七
日
ハ
百
丈
忌
ソ
、

二
租
ト
云
ハ
達
磨
百
丈
ト
ソ
、
日
本

ニ
ハ
太
牟
百
丈
忌
ヲ
セ
ヌ
ホ
ト
ニ
開
山
忌

ヲ
ニ
祀

二
入
ル
ソ
、
開

山
忌

ハ
常
住
カ
ラ
セ
ウ
ソ
、
達
磨
百
丈
ノ
ニ
租
忌
ヲ
ハ
大
衆
力
率
二

衆
財

一ス
ヘ
キ
ソ
、
常
住
カ
ラ

ハ
セ
マ
イ
ソ
…
…

と
あ
る
。
そ
の
他
小
叢
林
規
に
は
十
六
日
、
善
月
所
疇
般
若
。
十
八

日
観
音
餓
法
を
あ
げ

て
い
る
。

二
月

初

一
日
曾
堂
内
閉
γ儘
或
山
寺
高
寒

量
γ拘
。
十
五
日

佛
浬

葉

(勅
修
規
)

と
あ
る
。
黄
桀
規
に
は
、

先

一
日
知
殿
檜
況
二
佛
殿
掛
二
浬
興
像
一
螢

二
備
香
花
燈
燭
茶
果
珍
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董

一
以
申
=
供
養

幽至
レ
日
五
更
大
衆
祀
讃
堂
頭
拮
香
早
粥
後
衆
請
=

遺
教
経

一堂
頭
陞
座
読
法
午
供
時
γ前
拮
香
及
上
食

と
あ
る
。
又
行
法
砂
に
は
、

融愚
…教
起
首

朔
日
ヨ
リ
十
五
日

マ
デ
、

哺
時

二
一遺
…教
ヲ
曲讃
ス
、
経

了
テ
、
舎
利
禮
三
返

ニ
テ
、
普
圖
向

ス
、

朔
日
ノ
粥
後
、
或

ハ
前

夜

二
讃
経
ヲ
試
熟
ス
。

と
あ
る
。

椙
樹
林
規
、
橘
谷
内
規
、
諸
寮
日
看
等
皆

二
月

一
日
よ
り

十
五
日
迄
遺
教
経
を
讃
諦
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
黄
桀
規
に
二
月

十
九
日
観
音
降
誕
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

更
に
諸
寮
日
看
に

「此
月

ノ
最
初
初
午

ノ
日
、

行
事
罷
鎭
守
調
経

ア
ル
ベ
シ
、
但

シ
稻
荷
宮
ノ

挿
前

ニ
テ
調
経
ス
、

供
物

ハ
庫
下

ヨ
リ
辮
備

ス
」
と
あ
る
。

三
月

初

一
日
堂
司
出
二草
軍
一。

清
明
日
租
堂
諸
祀
塔
諸
檀
越
祠

庫
司
預
報
洒
掃
嚴
備
二
供
養
一
集
γ衆
調
纒
。

此
月
出
γ榜
禁
=約
山

林
茶
第
一。

(勅
修
規
)

と
あ
る
。
校
定
規
に
は
、

三
月
分
。
此
月
農
務
方
興
。
庫
司
當
提
黙
耕
種
。

及
諸
荘
破
堰
之

類
。
或
山
林
茶
事
抽
長
。
合
出
榜
禁
約
。

体
指
當
提
黙
。
有
新
茶

出
。
黙
蹴
殿
堂
。
亦
黙
曾
堂
。
供
養
大
衆
。

又
桃
源
砂
に
は
、

三
月
初

一
日
、
前

二
在
タ
草
軍
ノ
コ
ト
ソ
。

清
明
日
、
唐

ハ
此
ノ

、
七
月

ノ
ヤ
ウ
ニ
、

祭
ル
日
ソ
、
冬
至
、
塞
食
、
清
明

ニ
ハ
、
人
ヲ

祭
ル
ソ
。

此
月
出
ノ榜
、

山
林

へ
人
ヲ
不
入
、

竹
木
ヲ
キ
ル
コ
ト

ヲ

止

ル

ソ
、

茶

ナ

ン
ト

ヲ

ス

ル
時

分

チ
ヤ

ホ

ト

ニ
、

茶

ヲ

モ
損

セ

シ
ト

テ
、

筆

ナ

ン
ト

ヲ

モ
ト

ラ

レ

シ
ト

テ

ソ
。

更

に
行

法

砂

に

は
、

三
月

。

閉

燈

。

閉

燈

ハ
朔

日

ナ

リ
、

櫓
　堂

諸

寮

ミ

ナ
蓋

儘

ス
、

一

衆

帽

ヲ
除

キ
、

叉

手

ヲ
露

ス
。

禮

賀

常

ノ
朔

望

ト
同

ジ
。

上

巳

禮

賀

。

粥

罷

二
禮
哲
ハ、

朔

望

ト
同

ジ
、

桃

花

茶

ヲ
黙

ズ

、

賀

客

ノ
接

待

、

正

月

ト
同

ジ
。

清

明

貼

符

。

二
月

末

力

三
月

初

メ
、

三
月

ノ

節

二
入

ヲ
清

明

節

ト

云

フ
、

コ
ノ
日

改

火

、

鎭

防

火

燭

ノ
符

ヲ
書

テ
、

諸

堂

二
貼

ス
、

清

明

ノ
日

、

筆

硯

ヲ
改

メ
、

漂

水

ヲ
用

ヒ
、

鎭

防

火

燭

ノ
四

字

ヲ
軍

ニ
カ
ク
、

輩

ノ
幅

、

長

六
寸

二

三
分
、

闊

四

寸

一
二
分

ナ

リ
、

組

師

ノ
眞

筆

ノ
文

字

ノ
大

サ

モ
、

二
寸

ホ

ド

ナ

レ

バ
、

右

ノ
幅

相

鷹

ナ
リ
、

書

様

ハ
中

二
、
鎭

防

ノ

ニ
字

ヲ

ツ

ヅ

ケ
、

火
燭

ノ

ニ
字

ハ
下

二
隻

べ
、

火

ノ
字

、
燭

ノ
字

ノ
火

片

ヲ

水

ノ
字

ノ
様

ニ
カ

キ
ナ

ス
、

古
例

、

火

伏

ノ
意

ヲ
含

ム
、

軍

ノ
雨

肩

二
水

黙

ヲ
分

テ
黙

ズ
、

右

二
租

筆

ヲ
寓

シ

テ
後

堕

ト

ス
、

鎭

防

ノ

ニ
字

二
、

三
寳

印

ヲ
押

テ
、

清

明

日

ノ
粥
了

一
遍

浦
災

二
、

加

持

薫

香

シ

テ
後

二
、

監

寺

二
命

ジ

テ
貼

セ

シ

ム
。

と

あ

る
が

、

橘

谷
内

規

に
も
、

清

明

節

。

二
月

末

三
月

始

入

三
二
月

節

、

是

日

一清

明

節

一、

書

=
干

鎭

防

火

燭

之

膀

一、

貼

二
諸

堂

之

柱

一、

此

符

書

様

有

一一口

傳

一、

(
火

之

字

如

此

、

燭

之

字

火

ヘ
ン

ヲ

贔

ヘ

ン

ニ

書

キ
換

ル
也

口
傳

大

事

」
。
三
月

朔

旦
閉

燈

節
。

僑

堂

及
諸

堂

諸

寮

可

=
閉

燈

一、

來

賓

炭
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燈
不

μ用
、
舞
賀
祀
茶
如
γ常
、
粥
後
轟
鏡
文
可
γ請
レ之
。
三
日
構
二

上
巳
節
一。

巡
堂
章
駄
天
調
経
。

麻
蒔
献
γ之
。

葬
賀
祝
茶
時
刻
=

桃
花

一可
γ黙
二茶
中

一　
、
哺
時
念
調
。

同
十
五
日
羅
漢
會
可
γ行
γ

之
。

献
供
盛
物
慰
勲
町
障
荘
嚴
可
一一辮
備

一焉
、

麻
蒔
破
粉
献
γ之
、

葬
賀
如
γ常
。

と
あ
る
。

三
月
の
上
巳
節
は
桃
の
節
句
で
あ
り
、
桃
花
を
黙
じ
た
茶

を
出
す

の
で
あ
る
。

四
月
。
初

一
日
鎖
二旦
過

一。

初
四
五
聞
告
香
普
説
。
初
八
日
。
佛

誕
浴
佛
庫
司
預
造
=
黒
飯

一
方
丈
請
=
大
衆

一
夏
前
鮎
心
。

十
三
日

建
=
榜
嚴
會

一。

十
五
日

結
制
。

候
二天
氣
一曾
堂
内
下
一一暖
簾
一上
=

濠
簾

一。

(勅
修
規
)

と
あ
る
。
桃
源
砂
は
左
の
如
く
解
繹
し
て
い
る
。

四
月
初

一
日
。
行
脚
ヲ
四
月

一
日
カ
ラ

止
ル
ポ
ト

ニ
旦
過
寮
ヲ
鎖

ソ
掛
搭
ヲ
モ
止
ル
ソ
。

初
四
五
。
夏
前

二
掛
搭
シ
タ
者
力
告
香
シ

テ
普

読
ヲ
請

ソ
。

初
八
日
佛
誕
浴
佛
。
黒
飯

ハ
桐
葉
ヲ
以
テ
染

ル

ソ
、
或
日
桐
飯
ソ
色
力
黒
ナ
ル
ケ
ナ
、

桐
テ
染
ル
ナ
ン
ト
シ
タ
イ

ワ
レ
ヤ
ラ
ウ
ソ
、

日
本

二
赤
飯
ク
ウ
タ
リ
ナ
ン
ト
ス
ル
様
三

ソ
記

談
ナ

ン
ト

ニ
モ
ノ
セ
タ
ソ
、
眞
潭
文

ノ
頒
カ
ァ
ル
ソ
、
…
…
…

と
あ
る
が
、
輝
林
象
器
箋
に
は
黒
飯
は
桐
飯
と
は

知
ら
ず
と
し
て
い

る
。
黒
飯
は

一
名
鳥
飯
と
も
言
わ
れ
南
燭
の
葉
の
汁
を
以
て
飯
が
染

ま
り
色

は
青
黒

い
の
で
黒
飯
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
黄
粟
規

に
は
四
月
十
日
を
臨
濟
租
師
忌
に
あ
げ
、

り

　

　
　
　
　

　
　
　

供
養
誠
諦
等
禮
同
r前
、同
向
云
上
來
調
講
殊
助
奉
爲

臨

濟

慧

照

　

　

　

　

あ　

　

　

　

　

た　

縄

師
大

和

尚

上
酬

慈

蔭
。

十
方

三

世

云

々

と

し

て

い
る
。

五
月

端

午

日

早

農

知

事

櫓

堂

内

焼

香

匙

=
菖
蒲

茶

一住

持

上

堂

。

次

第

建

二
青

苗

會

一堂

司

預

出

=
諸

寮

看

調

経

軍

。

直

歳

貼

一検

諸

庭

整

漏

一銃

=
凌

溝

。

方

丈

詣

=
諸

寮

諸

蕎

塔

一
各

作

=
一
日
黙

茶

一
温

存

。

櫓

堂

内

掛

γ
帳
。

(
勅

修

規
)

と

あ

る
。

青

苗

會

に

つ

い
て

は
。

五
月

分

芒

種

後

。

挿

種

畢

。

當

検

例

。

倣

青

苗

會

請

大

衆

看

経

等

事

…

…

…
(
校

定

規

)

五
月

分

。

建

青

苗

會

。

預

出

諸

寮

経

軍

。

…

…

…

(
備

用
規

)

五
月

二
十

八
日

起

二
青

苗

経

會

一
三

日
至

=
六
月

初

一
日

一
散

須

預

備

=
香

燭

供

料

一井

立

=
疏

文

一及

預

出

二
経

軍

一請

=
大

衆

一結

護

披

閲

然

後

聚

=
其

経

目

一入

レ
疏

同
向

、

(
幻
住

規

)

:
:
:
建
『
圭円
井田
金
日
一。

念

三
論
保

+田
一:
:
:
:
・(
讃

義

記

)

と

あ

る
。

勅

規

抄

に

は
、

青

苗

會

昔

カ

ラ

ア

ツ
タ

ソ
青

苗

ノ
所

疇

ヲ

ス

ル

ソ
簡

要

ノ
夏

ソ

…

…

中
略

…

…

日

ハ

不

一定

ソ
青

苗

ト
云

ヘ

ハ
王

荊

公

力
夏

ノ

ヤ

ウ

ニ
ナ

ル

ソ
青

苗

法

ハ

初

小

縣

二
行

タ
時

ハ

ヨ
カ

ツ
タ

ソ
天

下

二
行

タ

ホ

ト

ニ
ナ

ニ
カ

ヨ
カ

ウ

ウ

ツ
割

レ
鶏

用

=
牛

刀

一
ハ
讐

タ
詞

ソ
割

γ

牛

用

=
鶏

刀

一
ハ
諦

タ

事

ソ
…

:
:
..

と
読

明

し

て

い
る
。

中

國

に
於

て

は
、

盛

ん

に
青

苗

會

又

は

田

稼

を
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新

保

す

る

こ
と

が
行

は

れ

た
様

だ

が

日

本

で

は

そ

の
記

事

は

大

鑑
清

規

・
永

李

小

清

規

に
見

る

こ

と
が

出

來

る
。

次

ぎ

に
端

陽

節

に

つ

い

て
は

桃

源

砂

は

次

の
様

に
読

明

し

て

い
る
。

端
午

日

。

鮎

菖

蒲

茶

ハ
俗

禮

ナ

レ
ト

モ

シ

ツ
ケ

テ
用

ル

ソ
、

日

本

二
節

分

二
打

豆

コ
ト

ハ
善

悪

出

庭

カ

ナ

イ

事

ソ
、

南

都

解

脱

上

人

ノ
宗

因

喩

(
三

種
讐

量

)
ト

テ
立

レ量

ラ

レ
タ

ニ
節

分

二
不

レ
可

γ
打

γ

豆

無

二
支

讃

一故

ニ
ト

カ

ウ
云

ワ

レ
タ

レ

ハ

虚

空

二
者

力
奈

何

也

間

相

違

答

ト
呼

タ

ホ

ト

ニ
ヤ

メ

ラ

レ
タ

ソ
、

宗

因

喩

ト
云

テ
量

ヲ
立

テ
問

二
不

レ答

レ

ハ
、

三

十

三

ノ
轡

カ

ア

ル
ソ
。

…

:
…

.

五
月

五

日
端

午

節

。

朝

課

巡

堂

後

舞

賀

行

茶

菖

蒲

刻

入

=
茶

中

一。

引

二
綜

曾

堂

庫

下

諸
寮

一…

…

…

(
橘

谷
内

規

)

と

あ

る
。

琿

林

象

器

箋

に

は
、

忠

日

。

居

家
。

此

日

飲

=
菖

蒲

酒

。

曾

家
以

レ
茶

代

γ
之

。

準

=
世

禮

一也

。

盟

佑

四

時
宜

忌

云
。

五
月

五
日

。
午

時

。

飲

=
菖

蒲

雄

黄

酒

一。

辟

=除

百

疾

一。

而

禁

=
百

轟

一。

月

齢
廣

義
。

五

月

齢

神

農

書

日

。

午

日

以

一一
菖
蒲

一。

或

縷

或

屑

。

涯

レ酒

。

肋

=
陽

氣

一延

γ

年

。

以
山

澗

九
節

者

一。

佳
。

笑

談

録

。

五
日

菖

蒲

末

。

酒

服

。

亦

解

r
酒

。

痛

飲

不

レ酔

。

と

あ

る
。

そ

の
他

五
月

八
日
彌

勒

佛

降

誕

(黄

巣

規

)

十

六
日

善

月

所

疇

般

若

。

十

八
日

観
音

餓

法

(小

叢

林

規

)

を

あ
げ

て

い

る
。

六
月

。

初

一
月

隆

暑

首

座

冤

レ
鳴

=
坐

縄

板

一。

入

γ
伏

堂

司

提

調

晒

γ
薦

。

炭
頭

或

庫

司
打

=
炭

團

一。

(
勅

修

規

)

と
あ
る
。
橘
谷
内
規
に
は
、

六
月
朔
旦
氷
節
。
朝
課
巡
堂
後
舞
賀
行
茶
菓
子
水
餅
也
。

麻
蒔
破

粉
獄
之
。
粥
後
鞄
鏡
文
可
γ論
γ之
。

同
月
土
用
轟
干
。
案
内
使
信

三
日

己
前
門
首
中
江
槍
信
可
γ再
レ之
。

検
曾
饗
鷹
者
現
住
役
可
γ

辮
レ之
。

可
レ爲
二
一
汁

一
茱
一。

藥
石
可
レ爲
二冷
飯

一。

経
藏

一
角

充
可
γ出
γ之
…
…
…

と
い
つ
て
い
る
。

七
月

初
旬

堂
司
預
出
二孟
蘭
盆
會
諸
寮
看
諦
経
軍
一預
奉
=衆
財
一

辮
=斜
食
供
養
、
十
三
日
散
=楊
嚴
會

一、
十
五
日

解
制
當
晩
設
=孟

蘭
盆
會

一調
経
施
食
。

(勅
修
規
)

七
月
分
。
十
二
日
衆
寮
散
楊
嚴
。

十
三
日
大
殿
散
楊
嚴
。
十
五
日

解
制
。
建
孟
蘭
盆
會
。
預
出
諸
寮
経
輩
報
父
母
恩
…
…

(備
用
規
)

と
あ
る
が
、
日
本
の
清
規
に
は
、

七
月
朔
日

恒
規
麻
蒔
破
粉
獄
レ之
。

祝
聖
朝
課
後

巡
堂
鎭
守
鷹
供

調
経
。
鋸
=干
方
丈

一禮
賀
祀
茶
。

粥
罷
看
経
。
至
三十
月

一迄
午
時

本
師
如
來
上
供
。

…
…
中
略
…
…
從
一一此
晩

一十
四
日
迄
水
陸
會
毎

晩
不
レ可
7怠
　
。
粥
罷
轟
鏡
文
可
7諦
。

同
七
夕
朝

課
巡
堂
後
禮
賀
祀
茶
。

麻
蒔
破
粉
献
k
之
上
堂
小
参
等

佛
事
可
レ任
=志
意
一也
…
…
…
(橘
谷
内
規
)

と
あ
る
如
く
、
七
月

一
日
か
ら
十
四
日
迄

小
施
食
法

(小
叢
林
規
)

が
行
わ
れ
、
七
夕
祭
が
行
事
の
中
に
入
つ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

行

法
砂
に
も

「
七
夕
。
朔
望
ノ
禮
賀
ト
同
ジ
、
賀
客
ノ
接
待

ア
リ
。」
と
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い
う
。
八
月
初

一
日
開
旦
過
、
知
客
預
晒
=寮
内
薦
藩

一。
此
月
修
補
。

本

色
袖
子
未
遽
起
軍
。
曾
堂
牧
帳
。

(勅
修
規
)

と
あ

る
が
、
黄
彙
規
に
中
秋
上
堂
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
行
法
砂
に
次

の
様

に
云

つ
て
い
る
。

翫
月
。
十
五
夜
、
月
前
に
六
供
具
洗
米
、

鳴
鐘
集
衆
、
住
持
焼
香

獄
供
、
維
那
、
普
門
品
大
悲
消
災

ニ
テ
、

月
光
菩
薩

二
同
向
、
舞

シ
テ
散
ズ
、
次

二
方
丈

二
禮
賀
、

侍
者
献
茶
ノ
行
禮
、
朔
望
ト
同

ジ
、

(古
ハ
月
タ

上
堂
ア
リ
)

更

に
諸
寮
日
看
に
も
、

十
五
日
、
月
見

ノ
節
ナ
リ
、
哺
時
合
山
ヨ
リ
方
丈

ヱ
藥
石
ヲ
設
ク
、

畢

テ
見
合
常
念
経
ヲ
讃

ム
、

経

ハ
普
門
品
心
経
浦
災
呪
月
呪
等
ヲ

諦

シ
テ
普
同
向
ナ
リ
、
終
テ
舞
賀
、
茶
ナ
シ
、
黙
後
夜
参
茶
ア
リ
、

と
、
中
國
の
清
規
に
記
事
は
無

い
。
唯
日
本
で
は
上
堂
は
な
さ
れ
て

い
な

い
禮
賀
調
経
の
み
で
あ
る
。

九
月

初

一
日
首
座
復
嶋
二坐
暉
板
一。

堂
司
提
調
糊
二揖
堂
窓
二下

漬

簾
上
=暖
簾
一。
重
陽
日
早
農
知
事
焼
香
鮎
二茱
萸
茶

一。

住
持
上

堂
。
許
=方
來
相
看

一。

(勅
修
規
)

か
つ
て
は
。
中
國
に
於
て
は

重
陽
節
の
上
堂
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う

が
、

日
本
で
は

禮
賀
の
み
で
端
陽
節
と
同
様
で
あ
る
。
諸
寮
日
看
に

は
、九
月
八
日
。
二
時
飯
、

浴
日
ノ
ト
リ

コ
シ
、
朝
飯
後
ナ
シ
、
此
ノ

日

寺
例

ノ
日
待

、

経

八
十

五
夜

月

見

経

ノ
如

シ
、

但

、

此

ノ
夜

ハ

主

人

へ
葬
賀

ナ

シ
、

黙

後

茶

ア

リ
。

九

日
。

重

陽

佳

節

ナ

リ
、

行

事

畢

テ
行

茶
禮

賀

ア
リ
、

終

テ
鎭

守

堂

ニ
ツ

ヒ
テ
調

経

ア
リ
、

本

尊

上

供

、

粥
後

坐

ナ

シ
、

鯨

ハ
常

ト
同

ジ
。

十

三

日
。

月

見

経

ア

リ
、

如

二
三

五
夜

一、

此

ノ
日
方

丈

ヨ
リ
合

山

ヱ
藥

石

ヲ
設

ク

。

と

あ

る
。

茱

萸

茶

は

「
世

典

有

下
九

日
偲

=
茱

萸

一、

飲

二
菊

花

酒

一之

説

上
。

其

黙

=
茱

萸

於

茶

一。

却

見

一一干

暉
策

一。
」
(
暉

林

象

器

箋
)

と

あ

り
。

桃

源

砂

も

「
鮎

茱

萸

茶

此

モ
俗
禮

ソ
。
」
と
云

つ

て

い

る
。

そ

の

他

十

六

日
善

月

所

濤

般

若

。
十

八
日

観

音

餓

法

が

あ

る

。
(
小

叢

林

規

)

十

月
。

初

一
日
開

燈

、
方

丈

大
相

看

。
初

五
日

。
達

磨

忌

。
(
勅

修

規

)

十

一
月
。

廿

二
日

帝

師

忌

。

冬

至

庫

司

預

辮

一一繊

果

一。

此

月

或

進

二
退

職

事

一或

在

一歳

節

一、

方

丈

請

二
大
衆

冬
前

黙

心

一
(
勅

修

規

)

と
あ

る
。

勅

規

抄

は

、

「
廿

二
日
。

帝

師

ハ
元

朝

ノ
帝

師

抜

合

斯

八

ソ
、

西

域

へ
蹄

テ
入

滅

ア

ツ
タ

ソ
、

元
朝

ハ
繹

迦

ノ
再

來

テ
國

ヲ
以

テ

ア

ル
ト

云

ソ
。

冬

至

。

滋

バ
カ

イ

モ
チ

ノ
ヤ

ウ

ナ

ル

モ

ノ
ソ
油

磁

ハ
竺

仙

ノ
造

リ
様

ヲ
出

サ

レ
タ

ソ
…

…

…

。
」
と

あ

る
。

行

法

砂

に

は

「
冬

至

、

冬

夜

二
、

知

事

頭

首
、

小

子
法

属

等

和

會

シ
テ
、

齋

後

住

持

二
特

爲

煎

黙

、

次

二
藥

石

。

當

日

住

持

ヨ
リ

、

粥

後

二
知

事
、

頭

首

、

大

衆

二
煎

黙

。
」
又

橘

谷

内

規

は

次

の
如

く

云

つ
て

い
る
。

十

一
月

冬

至

祀

聖

。

朝

課

後

舞

祀

茶
。

除

夜

調

経
有

。

土

地

堂
念

調

後

冬

夜

之

拝

賀

祀
茶

。

粥

罷

上
堂

小

参

等

佛

事

可

二
任

意

一。

と
。

冬

夜

調

経

と
翌

冬

至

祝

聖

と

な

る
。
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十

二
月

初

八

日

・
佛
成

道

庫

司

預

造

=
紅

糟

一。

歳

終

結

二
呈

諸

色

薄

一書
。

(勅

修

規

)

と

あ

る
。

紅

糟

と

は

五
味

粥

反

は
赤

豆

粥

の

意

な
り

。

十

二
月

は

十

三

日

煤
梯

。

二
十

六

日
餅

揚

二
十

九

日
布

薩

。

或

は

廿

八

日
粥

後

布

薩
、

哺
時

念

諦
、

大

施

餓

鬼

。

除

夜

、

土
地

堂

、

総

茶

湯

、

龍

天

看

.

経

、

瀟

散

、

宣

疏

、

終

テ
歳

末

ノ
葬

賀

、

鮎

大

夜

参

茶

ア
リ

。」

(諸

寮

日

看

)

と

あ

る
。

詮

義

記

に

は

「
除

夕

前

三
日

、

客

堂

掛

○

云
、

歳

暮

在

遍

、

合

院

佛

聖

殿

堂

、

蚊

及

前

後
廊

鷹
、

内

外

丹

牌

、

倶

洒

掃

潔

浄

。

除

夕

日
小

食

白

胸

午

飯

油

腐

横
菜

、
阜

粥

排

牌

云
、

合

院

大

衆

師

聞

鼓

聲

、

各

庭

上
普

供

。

下

午

掛

牌

云
、

是

晩

二
板

、

聞

鐘

聲

、

齊

詣

大

殿

念

不

佛

。

晩

課

各

帯

具

、

課

畢

、

禮

祀

、

上

方

丈

、

陞

座

説

法

、

或

普

説

立見
…

…

…
」
。

と

あ

る
。

以

上

月

分

須

知

に
從

つ

て

稿

を

進

め

た

、

出
來

る
丈

け

清

規

の
資

料

を

多

く

出

そ

う

と

し

た
。

私

の
念

願

と

す

る
虞

は

此

等

の
資

料

が

民

族

學
研

究

の
資

料

と

し

て
役

立

て
ば

結

構

だ

と
思

う
。

註
1

中
國

の
清
規

は
第

一
輯
第

二
編
第
十
六
套
第
四
冊

・
第

五
冊
及
び
第

十

七
套
第

一
冊
に
依

つ
た

の
で
あ
る
。
叢
林
校
定
清
規
総
要
巻

下
、

十
九
月
分
須
知
。
渾
林
備
用
清
規
巻
十
、
月
分
標
題
。
幻
佳
清
規
、

月
進
。
百
丈

清
規
誰
義
記
巻
八
、
月
分
須
知
。
等
を
各

々
申
心

に
し

て
各
清
規

の
他
の
項
も
滲
考
に
し
た
。

百
丈
清
規
謹
義
記

に
は
各
月
の
異
名
を
次

の
に
様
…拳
げ

て
い
る
冶
、
正

月
建
寅
、

日
撮
提
格
、

又

目
大
籏
、
叉

日
孟
阪
、

又
十

一
月
冬
至

一

陽
生
、

乃
至
四
月
名
六
陽
、
今
正
月
名
三
陽
月
也
〇

二
月
建
卯
、

日

註

2

軍
関
、

叉

日
爽
鐘
、

又
云
仲
春
、

又
稔
芳
春

〇

三
月
建
辰
、

日
執

徐
、

叉

日
姑

洗
、

又
日
莫
春
、

日
晩
春
、

日
秒
春
、
叉
稔
宿
月
〇

四

月
建
己
、

日
大
荒
落
、
又

日
仲
呂
、
亦
名
麦
秋
、
又
稻
清
和
、
亦
名

葵
月
、

又
稽
孟
夏
初
夏
等
〇
五
月
建
午
、

日
敦
騨
、

又

日
菱
賓
、
或

名
天
申
節
、
或
修
月
、
又
構
皐
月
、
蒲
月
、
丈
月
、
榴

月
、
等
夏
至

一
、

陰
生
〇
六
月
{建
未
、

日
協
沿
、
叉

日
林
鐘
}、

叉
號
総
…旦
日
月
、
荷

月
〇

七
月
建
申
、

日
濡
灘
、

又
日
夷
則
、
亦
名

孟
秋
、

又
稔
相
月
、

巧
月
等
〇
八
月
建
酉
、

日
作
霊
、
又

日
南
呂
、

或
名

清
秋
、
又
稻
壮

月
、
桂
月
等
〇
九
月
建
戌
、

日
閥
茂
、
又

日
無
射
、
或
名
季
秋
、
暮

秋
、
深
秋
、
抄
秋
、

又
稔
元
月
、

菊
月
等

〇
十

月
建
亥
、

日
大
淵

獄
、
又

日
鷹
鐘
、

或
名
孟
冬
、
開
冬
、

小
春
、
亦
構
陽
月
、
良
月
等

〇
十

一
月
建
子
、

日
困
敦
、
又

日
黄
鐘
、
或
名
仲
冬
、
亦
稻
裏

月
、

至
月
等
〇
十
二
月
建

丑
、

日
赤
奮
、

叉
日
大
呂
、

或
名
季
冬
、

秒

冬
、
亦
稻
…騰
月
、
除
月
等
。

刺
修
百
丈
清
規

桃
源
砂
は
爾
足
院
藏

本
。
曹
洞
宗
全
書
清
規
之
部

に

依

つ
た
の
は
次

の
通
り

で
あ
る
。
吉
祥

山
永
平
寺
小
清
規

巻
中
、
年

規

(
三
四
六

一
頁
)
、
椙
樹
林
清
規
巻
下
、
年
中
行
事

(
四
九

六
頁
)

橘
谷
内
清
規

(
五
五
五
頁
)
、

洞
上
曾
堂
清
規
行
法
砂

巻
三
、
年
分

行
法
次
第

(九
十
頁
)
、
大
平
山
諸
寮

日
看

(六
九
七
頁
)


